
審議した議案と各議員の賛否  （平成24年） ○は賛成、×は反対を表しています。

議員名
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大
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岡

憲
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治

岡

田

良

訓

西

田

祐

三

渡

辺

善

隆

多

田

雄

一

西

山

勝

子

崎

本

広

美

前

田

勝

男

佐

中

十

九

昭

審

議

結

果

掲

載

ペ

ー

ジ

七
月
臨
時
議
会

工事請負契約の締結
（瀬野川左岸排水区竹貞雨水貯留管新設工事）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 4

工事請負契約の締結（海田中学校屋外環境整備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 4

平成24年度　一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 4

九
月
定
例
議
会

町道６号線整備早期完了を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択 3

暴力団排除条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 ー

防災会議条例及び災害対策本部条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 3

平成
24年度

一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 2

公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 ー

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 ー

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 3

※久留島元生議長は、採決に加わりません。

議時臨 会議時臨 会 一決表 覧

質
問（
議
員
） 

地
方
自
治

法
第
二
百
四
十
四
条
第
二

項
で
は
、
地
方
公
共
団
体

は
正
当
な
理
由
が
な
い
限

り
、
住
民
が
公
の
施
設
を

利
用
す
る
こ
と
を
拒
ん
で

は
な
ら
な
い
と
あ
る
が
、

今
回
の
ふ
る
さ
と
館
の
休

館
は
こ
れ
に
抵
触
す
る
と

思
わ
れ
る
。
議
会
は
町
政

の
監
視
が
不
十
分
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
町

民
に
謝
罪
を
し
、
責
任
を

と
っ
て
平
成
二
十
四
年
七

月
分
の
報
酬
の
減
額
を

行
っ
た
。
こ
の
問
題
を
執

行
部
は
な
ぜ
避
け
て
通
ろ

う
と
す
る
の
か
。

答
弁（
町
長
） 

住
民
の
要

望
や
議
会
の
請
願
の
採
択

を
受
け
て
計
画
し
た
畝
保

育
所
建
て
替
え
の
た
め
の

も
の
で
、
ふ
る
さ
と
館
の

休
館
は
や
む
を
得
な
い
こ

と
と
判
断
し
て
い
る
。
今

回
の
休
館
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
は
課
題
を
残
し

た
も
の
の
、
そ
の
対
応
に

法
令
違
反
は
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

質
問（
議
員
） 

「

ふ

る

さ

と
館
設
置
及
び
管
理
条
例
」

の
廃
止
が
否
決
さ
れ
た
後

に
、
ふ
る
さ
と
館
を
四
月

に
借
り
る
た
め
に
、
生
涯

学
習
課
に
行
っ
た
際
、
ふ

る
さ
と
館
で
申
し
込
み
手

続
き
を
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
が
、
四
月
か
ら
休
館

に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は

言
わ
れ
な
か
っ
た
。
今
回

の
休
館
は
、
半
月
ほ
ど
の

間
に
急
き
ょ
決
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
い
か
。
以
前
か

ら
休
館
が
決
ま
っ
て
い
た

の
な
ら
、
な
ぜ
（
対
応
し

た
職
員
は
）
三
月
に
ふ
る

さ
と
館
を
使
っ
て
よ
い
と

言
っ
た
の
か
。

答
弁（
教
育
長
） 

昨
年
度

の
秋
以
降
、
い
ろ
い
ろ
と

活
用
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
は
開
館
が

難
し
い
旨
を
説
明
し
て
き

た
。
ま
た
、
議
員
が
ふ
る

さ
と
館
の
使
用
申
請
に
訪

れ
た
際
に
も
、
来
年
度
以

降
の
開
館
が
難
し
い
状
況

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

説
明
を
し
た
上
で
、
貸
館

申
請
書
は
受
け
取
っ
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。
申

請
書
の
手
続
き
の
方
法
は

こ
の
目
で
確
か
め
て
い
る
。

た
だ
自
分
の
認
識
と
議
員

の
認
識
が
違
う
状
況
に
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
大
変
申
し
訳
な
く
思
う
。

【
ふ
る
さ
と
館
の
休
館
に
関
し
】

町
長
・
教
育
長
に
対
し
て
緊
急
質
問

契約
認定

補正
予算

（
一
般
会
計
）

　
　総
額

　一、
四
〇
六
万
円

冠水は少なくなります

使用電力量が見えます

グラウンドが広くなります

ガードレールがつきます（イメージ）

臨 時議会を7月4日に開きました。

　瀬
野
川
左
岸
の
曽
田
地

区
に
、
一
時
的
に
雨
水
を

貯
め
る
こ
と
の
で
き
る
施

設（
貯
留
管
）の
建
設
工
事

業
者
を
決
定
し
た
。

　工
事
計
画
な
ど
を
確
認

し
、
安
全
で
適
切
な
工
事

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
町
に

求
め
た
。

　海
田
中
学
校
に
あ
っ
た

プ
ー
ル
を
解
体
し
、
防
災

機
能
を
備
え
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
整
備
す
る
た
め

の
工
事
業
者
を
決
定
し

た
。

　防
犯
対
策
強
化
の
た
め
、

海
田
市
駅
の
自
転
車
等
駐

車
場
、
北
口
な
ど
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

　
　防
犯
カ
メ
ラ
の
利
用
目

的
は
。

　
　基
本
的
に
は
、
録
画
し

た
画
像
を
海
田
警
察
署

か
ら
の
照
会
な
ど
に
よ

り
提
供
す
る
。

　
　
カ
メ
ラ
の
設
置
予
定
箇

所
の
横
に
交
番
が
あ
る

が
、
交
番
か
ら
監
視
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
駅
前
交
番
は
二
十
四
時

間
開
い
て
い
る
が
、
交

番
職
員
の
留
守
時
に
お

い
て
も
監
視
が
で
き
る

よ
う
、
警
察
と
協
議
の

上
で
設
置
す
る
こ
と
に

し
た
。

　学
校
生
活
と
環
境
の
か

か
わ
り
を
学
ぶ
た
め
、
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
町
内
の
各
小
学
校
に

電
力
監
視
装
置
を
設
置
す

る
。

　海
田
小
学
校
の
通
学
路

緊
急
点
検
の
結
果
を
受
け

て
、
正
門
周
辺
に
防
護
柵

を
設
置
す
る
。
他
の
小
学

校
の
通
学
路
も
点
検
し
、

順
次
安
全
対
策
を
行
う
。

雨
水
貯
留
管

新
設
工
事

七
、
八
二
六
万
円

海
田
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

三
、
二
九
五
万
円

防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置

三
四
〇
万
円

電
力
監
視

装
置
を
設
置

二
六
六
万
円

通
学
路
整
備

事
業八

〇
〇
万
円

工事請負契約の認定や補正予算を慎重に審議しました。 全会一致
で可決

QQ AA
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